


Course

い
ま
、
広
告
主
が
Ｓ
Ｐ
業
務
に
最
も
期
待
し

て
い
る
「
販
促
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
力
を
創
る
」

を
基
本
テ
ー
マ
に
、
第
15
期
Ｐ
Ｃ
Ｄ
養
成

講
座
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
課
題
商
品
は
、

「
ス
テ
イ
ン
ク
リ
ア
ペ
ー
ス
ト
」。
受
講
生
26

名
が
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
実
践
し
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

第
15
期
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
Ｐ
Ｃ
Ｄ
）
養
成

講
座
は
、
２
月
16
日
、
23
日
、
３
月
１
日
、

８
日
の
、
毎
週
火
曜
日
、
４
日
間
、
日
本
印

刷
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
14
社
か
ら

26
名
の
受
講
生
が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
の
基
礎
を
受
講
し
、
２
日
目
よ
り
６

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
演
習
に
取
り

組
ん
だ
。

　

初
対
面
の
他
社
受
講
生
と
短
時
間
で
打
ち

解
け
て
、
課
題
商
品
の
実
技
演
習
に
入
っ
た
。

　

表
現
テ
ー
マ
の
設
定
と
キ
ー
ワ
ー
ド
の
開

発
、
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
案
の
開
発
、
店
内
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
の
開
発
、
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
提
案
書
作
成
等
を

こ
な
し
て
中
間
発
表
に
こ
ぎ
着
け
た
が
、
中

間
発
表
で
は
講
師
か
ら
の
厳
し
い
企
画
書
の

修
正
や
最
初
か
ら
や
り
直
し
の
指
摘
も
あ
っ

た
。
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
全

チ
ー
ム
と
も
直
前
ま
で
熱
心
に
企
画
内
容
を

つ
め
た
成
果
を
見
せ
て
、
力
強
く
説
得
力
あ

る
提
案
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
養
成
講
座
は
、
副
題

を
「
販
促
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
力
を
創
る
～
い

ま
、
広
告
主
が
Ｓ
Ｐ
業
務
に
最
も
期
待
す
る

こ
と
」
と
し
、「
キ
ー
・
ア
イ
デ
ア
開
発
力
」

「
動
機
づ
け
の
仕
組
み
開
発
力
」「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
統
括
・
推
進
力
」
の
３
つ
の
力
が
身
に

付
く
と
い
う
も
の
。

　

講
座
内
容
は
、
①
コ
ン
セ
プ
ト
開
発
に
必

要
な
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
②
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
使
っ
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
開
発
演
習
、
③

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
「
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」

へ
の
展
開
を
考
え
る
。

　

続
い
て
、
グ
ル
ー
プ
演
習
で
は
、
④
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
手
法
へ
の
展
開
、
⑤
Ｓ
Ｐ
メ
デ

ィ
ア
・
ツ
ー
ル
へ
の
展
開
、
⑥
店
内
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
展
開
を
ま
と
め
、
中
間
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
中
間
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
は
講
師
よ
り
講
評

と
修
正
指
示
が
あ
る
。

　

そ
し
て
最
終
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨

む
。

　

今
期
の
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
審

査
し
講
評
を
行
っ
た
講
師
は
、（
写
真
右
よ
り
）

𠮷
村
寛
子
氏
、
久
保
田
秀
明
氏
、
保
田
耕
一

氏
、
黒
須
治
氏
、
佐
々
木
弘
人
氏
。
最
後
に

Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
の
佐
々
木
氏
よ
り
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
評
価
シ
ー
ト
を
使

用
し
た
各
チ
ー
ム
間
の
評
価
結
果
の
報
告
と

講
評
で
締
め
括
ら
れ
た
。
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身につけたいのは、白い輝き。笑おう30代。白い歯は護るから。

白い歯は自信の証。 「
販
促
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
力
を
創
る
」講
座

課
題
商
品
は「
ス
テ
イ
ン
ク
リ
ア
ペ
ー
ス
ト
」（
歯
み
が
き
）
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講評を行う講師の方々 プレゼン後、順に講評が行われる井上 卓哉
飛澤 健太
林 彩乃
宮田 恭子

貝塚 珠季
草野 千咲
田村 慧
深山 晃生

DNPメディアクリエイト
凸版印刷
テイ・デイ・エス
ノムラデュオ

凸版印刷
西巻印刷
トーエイ
博報堂プロダクツ

神尾 名緒子
長澤 典子
濱 龍之介
古坂 綾乃
堀内 慎太郎

石垣 まりえ
加賀谷 奈美
北野 祐子
鈴木 稔

凸版印刷
西巻印刷
電通テック
大日本印刷
トーエイ

ヒロモリ
電通オンデマンドグラフィック
サントリーマーケティング＆コマース
DNPメディアクリエイト

荒瀬 圭依子
河野 光太郎
佐藤 恵
手代木 唯

佐久間 陽太
鈴木 めぐみ
中野 友貴
松永 哲太郎
山下 純子

DNPメディアクリエイト
凸版印刷
テイ・デイ・エス
田原屋

サントリーマーケティング＆コマース
いづみ企画
凸版印刷
DNPメディアクリエイト
ノムラデュオ
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皆より、昨日より、チョットずつ
白く輝くジシン

あなたの「諦めたくない！」を
応援します。 今日から、もっと。白い私へ
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■各チームのプレゼンテーション内容■

〈レーダーチャートの見方〉

〈期待効果値測定〉
受講生各個人が、自分のチーム以
外の企画提案を評価基準点で評
価。その評価点を合計し、平準化
して指数を算出。

＊レーダーチャートは過去14 回の指数
の平均値と今期の各チームの指数を
比較しています。

色線：今回の評価
（例）

グレー線：１～14期の平均値（数値）

1．
2．
3．
4．
5．
6．
7．
8．

売り場全体への注目喚起力
商品の特徴訴求力
売り場内で、銘柄自体を際立たせる力
「今が、お買い時」と購買決断
ブランドへの好意形成力
価格妥当性への納得形成力
機能性・品質性への信頼形成力
エンタテイメント提供力
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＊写真は、演習・最終プレゼンの様子
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側
の
見
栄
え
（
ハ
ー
ド
面
）
で
優
劣
を
判
断
し
て
し
ま
う

と
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
評
価
を

見
過
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ

ー
ジ
は
、
映
像
表
現
に
こ
そ
、
そ
の
存
在
価
値
が
あ
る
。

こ
の
映
像
に
よ
る
訴
求
（
ソ
フ
ト
面
）
を
し
っ
か
り
と
評

価
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
店
頭
ツ
ー
ル
と
し
て
の
効
果
な

ど
を
把
握
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

　

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る
た

多
く
見
ら
れ
、
音
や
映
像
の
持
つ
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
効
果
や

演
出
表
現
の
幅
広
さ
を
活
用
し
た
、
登
場
感
を
強
調
し
た

い
売
り
場
づ
く
り
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。（
図
5
）

●
映
像
の
内
容
と
し
て
は
、
動
画
な
ら
で
は
の
表
現
と
し

て
「
使
い
方
説
明
」
を
売
り
場
で
行
う
こ
と
が
多
く
見
ら

れ
る
。
ま
た
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
効
果
や
売
り
場
で
の
ブ
ラ
ン

ド
価
値
の
増
幅
の
た
め
に
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
素
材
を
活
用
す
る

例
も
多
く
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、
商
品
の
機
能
説
明
を
淡
々

と
行
う
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
目
立
っ
た
効
果
は

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。（
図
6
）

　

以
上
の
点
か
ら
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
期
待
さ
れ
る

「
売
り
の
効
果
」
を
仮
説
化
す
れ
ば
、
図
７
の
よ
う
に
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

■
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
活
用
目
的

　

既
存
カ
テ
ゴ
リ
ー
商
品
に
つ
い
て
は
、
ア
テ
ン
シ
ョ
ン

効
果
や
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
強
化
に
適
し
て
い
る
。
定
番
売

り
場
で
は
フ
ェ
ー
ス
の
確
保
、
商
品
の
テ
コ
入
れ
を
行
う

際
に
は
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
訴
求
に
適
し
た
手
法
と

な
る
だ
ろ
う
。

　

新
規
カ
テ
ゴ
リ
ー
商
品
は
、
新
し
い
生
活
提
案
を
行
う

商
品
で
あ
る
。
買
い
物
客
に
と
っ
て
未
体
験
の
商
品
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
使
い
方
の
紹
介
や
新
し
い
生
活
シ
ー
ン

の
紹
介
な
ど
に
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
表
現
は
力
を
発

揮
す
る
だ
ろ
う
。
協
会
展
出
品
作
品
の
中
で
、
家
電
量
販

店
で
の
展
開
が
多
い
理
由
は
、
家
電
製
品
の
新
商
品
が
新

し
い
生
活
提
案
を
行
う
た
め
に
新
機
能
を
追
加
す
る
必
要

性
と
と
も
に
、
流
通
小
売
業
に
対
し
て
売
り
場
確
保
や
売

り
場
全
体
の
活
性
化
の
た
め
に
有
効
で
あ
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
活
用
目
的
は
、

以
前
に
比
べ
確
実
に
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

効
果
的
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
が
活
用
さ
れ
て
い
る
事

例
を
多
く
見
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
効
果
的
と
は
言
い
切

れ
な
い
作
品
も
見
ら
れ
る
。
今
回
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ

を
活
用
し
た
作
品
を
改
め
て
10
人
の
会
員
社
有
識
者
で
見

直
し
て
み
た
。

　

新
カ
テ
ゴ
リ
ー
商
品
で
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し

た
作
品
は
９
点
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
４
点
に
つ
い
て
は
特

に
効
果
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
な
い
と
い
う
評
価
が
あ

っ
た
。
折
角
の
映
像
表
現
が
カ
タ
ロ
グ
の
よ
う
な
ス
ペ
ッ

ク
紹
介
に
終
始
し
て
い
た
り
、
映
像
が
長
す
ぎ
る
た
め
に

買
い
物
行
動
の
中
で
伝
わ
り
き
ら
な
い
内
容
で
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
。
図
７
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
「
効
果
性
」

の
整
理
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
効
果
的
な
活
用
方
法
を
見
出

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

一
方
で
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
評
価
す
る
指
標
が
定

ま
っ
て
い
な
い
現
状
に
も
気
づ
く
。
協
会
展
出
品
作
品
を

再
評
価
し
た
結
果
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
る
べ
き
い
く
つ
か

の
秀
逸
な
作
品
に
気
付
く
こ
と
が
出
来
た
。

　

そ
れ
ら
の
共
通
項
は
、「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
し
て
は
よ
く
見
か
け

る
デ
ザ
イ
ン
・
構
造
で
あ
っ
た
が
、
映
像
の
内
容
が
非
常

に
分
か
り
や
す
く
、
商
品
の
利
便
性
を
納
得
さ
せ
ら
れ
た
」

と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
外

め
に
は
、
企
画
の
段
階
か
ら
ハ
ー
ド
視
点
と
ソ
フ
ト
視
点

を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

２
０
１
６
年
の
店
頭
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
題

は
、
い
く
つ
か
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
視
点
で
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

　

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ツ
ー
ル
と
し
て
の
小
型
映
像
モ
ニ
タ
ー
（
以
下
、

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
）
が
店
頭
に
登
場
し
て
か
ら
20
年
。

今
で
は
様
々
な
売
り
場
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
Ｐ
Ｏ

Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
。
２
０
１
５
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
展
（
以
下
、
協

会
展
）
へ
の
出
品
作
品
に
焦
点
を
当
て
、
改
め
て
、
そ
の

使
わ
れ
方
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
活
用
方
法
や
、

こ
れ
か
ら
の
店
頭
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
期
待
さ
れ
る
効
果

や
可
能
性
に
つ
い
て
、
２
回
に
わ
た
っ
て
考
察
す
る
。

　

協
会
展
に
出
品
さ
れ
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
作
品
の
傾

向
や
役
割
、
機
能
は
下
記
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

●
協
会
展
に
は
37
点
の
サ
イ
ネ
ー
ジ
作
品
が
出
品
さ
れ
、

前
年
の
21
点
よ
り
大
き
く
増
加
し
た
。（
図
1
）

●
出
品
部
門
と
し
て
は
、「
家
庭
用
品
／
一
般
電
器
」
が

12
点
と
多
く
、
次
い
で
「
キ
ッ
ト
」
6
点
、「
ト
イ
レ
タ

リ
ー
」
4
点
、「
オ
ー
デ
ィ
オ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
3
点
、
と

続
く
。（
図
2
）

●
展
開
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
は
「
家
電
量
販
店
」
向
け
の
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
数

は
37
点
中
の
べ
26
点
と
全
出
品
数
の
約
7
割
と
な
っ
て
お

り
、
ダ
ン
ト
ツ
で
あ
る
。（
図
3
）

●
店
内
で
の
展
開
場
所
と
し
て
は
「
エ
ン
ド
」
展
開
の
ツ

ー
ル
が
20
点
と
多
く
、
次
い
で
「
定
番
」
15
点
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ

サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、
主
に
こ
の
二
つ
の
場
所
で
使
わ
れ
て
い

た
。（
図
4
）

●
役
割
と
し
て
は
、「
商
品
陳
列
と
し
て
の
演
出
機
能
」
が

（
訪
日
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル
）」、「
シ
ニ
ア
層
や
共
働
き
層
へ

の
対
応
」
が
特
に
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
で
は
、「
小
売
り
顧
客
に
基
づ
く

最
適
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
」、「
店
頭
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

効
果
測
定
」
の
必
要
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
展
開
が
一
般
的
に
な
っ

て
き
て
い
る
今
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
し
て
の
費
用
対
効
果
の
検
証

や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築
が
急
務

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
視
点
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
は

非
常
に
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
差
し
替
え
る
こ
と
で
、
様
々
な
言
語

の
顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
応
す
る
訴
求
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
ま
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
に
よ
る
売
り
上
げ
の
変
化

を
把
握
す
る
こ
と
で
効
果
的
な
訴
求
を
検
証
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、
大
き
な
可
能
性

を
持
っ
た
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

サ
イ
ン
委
員
会
で
は
、
店
頭
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
提
案

力
向
上
に
向
け
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
関
わ
る
施
策
を

展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
５
月
の
「
買
い
場
」
講
座

等
で
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
へ
の
知
見
を
深
め
る
ア
プ
ロ

ー
チ
や
、
売
り
場
ツ
ー
ル
の
ハ
ー
ド
企
画
が
得
意
な
会
員

社
や
映
像
制
作
に
長
け
た
会
員
社
の
紹
介
な
ど
の
マ
ッ
チ

ン
グ
、
２
０
１
６
協
会
展
へ
出
品
さ
れ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ

ー
ジ
の
新
た
な
評
価
軸
の
設
定
な
ど
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー

ジ
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
広
げ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
に
デ
ジ
タ
ル
の
波
が
大
き
く
押

し
寄
せ
て
い
る
今
、
改
め
て
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
在
り

方
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
リ
ア
ル

店
舗
の
可
能
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

２
０
１
６
協
会
展
に
ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ

が
出
品
さ
れ
る
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

文
・
向
坂
文
宏
（
電
通
テ
ッ
ク
）

5 42016.04 JPM Network2016.04 JPM Network

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ

Course

２
０
１
６ 

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
最
前
線（
上
）

「
売
り
の
効
果
」と「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」を
考
察
す
る

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
、

そ
の「
売
り
の
効
果
」を
探
る

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

映
像
表
現
と
品
質
向
上
の
課
題

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会 

サ
イ
ン
委
員
会

薬
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・
医
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雑
貨

ト
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レ
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リ
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化
粧
品

オ
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デ
ィ
オ
ビ
ジ
ュ
ア
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メ
ガ
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時
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カ
メ
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装
身
具

家
庭
用
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一
般
電
器
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ノ
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ア
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コ
ー
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飲
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ア
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コ
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・

た
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通
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文
具
用
品

運
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エ
ネ
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4 Creative

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
勉
強
会
と
懇
親
会

❷

❹

❶

❸

❺

美工 竹迫正勝氏

博報堂プロダクツ 西川拓哉氏

ノムラデュオ 江口誠一氏

凸版印刷 鈴木晴之氏

ソニー・ミュージックコミュニケーションズ
原田達也氏

開発担当者から解説された受賞作品

JPMショー委員会委員長 
久保田秀明氏

が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ネ
オ
ン
は
１
０
０
年
と
変

わ
ら
な
い
職
人
の
手
作
り
で
あ
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

感
を
求
め
る
お
得
意
さ
ま
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
意
味
で
も
、
若
い
人
の
参
入
は
非
常
に
楽
し
み
で
、

頼
も
し
い
。
新
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
期
待
で
き
ま
す
」。

そ
し
て
、
若
者
の
意
欲
に
応
え
て
い
き
た
い
と
。　

　

せ
っ
か
く
な
の
で
多
く
の
公
職
を
果
た
さ
れ
て
い
る

屋
外
広
告
の
マ
ク
ロ
視
点
を
、

　
「
問
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
、
景

観
と
遵
法
で
す
。
特
に
遵
法
、
屋
外
広
告
は
、
ひ
と
た

び
掲
げ
れ
ば
公
的
な
存
在
。
そ
の
意
味
で
法
も
条
例
も

あ
り
な
が
ら
も
、
取
り
締
ま
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
放
任

状
況
は
何
と
か
し
な
い
と
…
」

　

瞬
間
で
消
え
る
一
般
広
告
と
違
い
、
屋
外
広
告
は
、

掲
出
期
間
も
長
期
だ
。
横
山
氏
は
、
恒
常
的
な
違
反
の

解
決
と
し
て
、
４
つ
の
視
点
を
挙
げ
る
。

審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
開
発
し
た
美
工
の
竹

迫
正
勝
氏
か
ら
、「
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
形
と
し
て
魅
せ

る
手
段
と
し
て
、
飛
び
出
す
絵
本
に
着
目
、
そ
の
工
夫
点

に
つ
い
て
」
の
話
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
同
ア
ォ
ー
ド
（
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
・
た
ば
こ
部

門
）
金
賞
受
賞
の
Ｍ
Ｈ
Ｄ
モ
エ 

ヘ
ネ
シ
ー 

デ
ィ
ア
ジ
オ

「
モ
エ
・
エ
・
シ
ャ
ン
ド
ン　

ボ
ト
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
２

０
１
４
」（
②
）。
ノ
ム
ラ
デ
ュ
オ
の
江
口
誠
一
氏
よ
り
「
大

規
模
な
空
間
演
出
か
ら
ボ
ト
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ま
で
、
ト

ー
タ
ル
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
た
こ

と
」
が
語
ら
れ
た
。

　

３
番
目
は
、
同
ア
ォ
ー
ド
（
食
品
・
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
部
門
）
金
賞
受
賞
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
「
ド
ー
ナ

ツ
販
促
用
什
器
」（
③
）。
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
西
川
拓
哉

氏
か
ら
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
設
置
に
い
た
る
ま
で
、
Ｃ

Ｖ
Ｓ
チ
ャ
ネ
ル
に
合
わ
せ
た
汎
用
性
あ
る
什
器
の
追
求
」

に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

４
番
目
は
、
同
ア
ォ
ー
ド
（
テ
ク
ニ
カ
ル
部
門
）
金
賞

受
賞
の
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
「
バ
ド
ワ
イ
ザ

ー　

ビ
デ
オ
ク
ー
ラ
ー
」（
④
）。
凸
版
印
刷
の
鈴
木
晴
之
氏

か
ら
「
ビ
デ
オ
ク
ー
ラ
ー
と
い
う
発
想
、
サ
イ
ネ
ー
ジ
と

冷
蔵
庫
と
を
組
み
合
わ
せ
て
の
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
要
素
」
な

ど
に
つ
い
て
話
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
は
、
同
ア
ォ
ー
ド
（
キ
ッ
ト
部
門
）
金
賞
受
賞
の

ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
「
ヘ
ッ
ド
ホ
ン　

ハ
イ
レ
ゾ
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
展
示
キ
ッ
ト
」（
⑤
）。
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
原
田
達
也
氏
か
ら
「
３
面

連
続
サ
イ
ネ
ー
ジ
モ
ニ
タ
ー
の
ア
イ
デ
ア
、
映
像
表
現
の

苦
労
」
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

　

第
２
部
は
、
こ
れ
ら
作
品
の
審
査
に
あ
た
っ
た
久
保
田

秀
明
氏
よ
り
、
受
賞
作
品
の
解
説
・
出
品
作
品
の
傾
向
、

作
品
制
作
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
話
さ
れ
た
。

　

第
３
部
は
、
参
加
者
が
講
演
者
を
囲
み
、
さ
ら
に
詳
し

い
話
を
聞
く
な
ど
有
意
義
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。

　

２
月
26
日
（
金
）
に
、
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
63
名

も
の
参
加
者
を
迎
え
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
勉
強
会
と
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
部
は
、
第
45
回
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
展
（
２
０
１
５
年
）、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ォ
ー
ド
金
賞

受
賞
５
作
品
（
う
ち
１
作
品
は
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
）

の
出
品
会
社
開
発
担
当
者
に
よ
る
解
説
、
第
２
部
は
協
会

展
審
査
員
の
一
人
、
久
保
田
秀
明
Ｊ
Ｐ
Ｍ
シ
ョ
ー
委
員
会

委
員
長
か
ら
入
賞
作
品
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。

「
金
賞
」
の
ワ
ザ
に
学
ぶ

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
吉
村
寛
子

氏
よ
り
、
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
第
１
部
が
ス
タ
ー
ト
。

一
番
始
め
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ア
ォ
ー
ド
（
家
庭
用
品
・
一
般
電
器
部
門
）
金
賞
受
賞
の

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
「
ビ
ス
ト
ロ
え
り
ま
き
」（
①
）。
同
作
品
は

　
「
い
や
ー
、
嬉
し
い
。
ネ
オ
ン
づ
く
り
を
目
指
す
若
い

人
が
、
僅
か
で
す
が
で
て
き
て
。
ア
ー
ト
そ
し
て
職
人

を
目
指
し
て
…
…
希
望
が
湧
き
ま
す
ね
」

　

40
年
に
わ
た
り
、
ネ
オ
ン
と
歩
み
、
大
小
、
様
々
な

波
を
経
験
さ
れ
た
横
山
社
長
な
ら
で
は
の
視
線
。
社
長

兼
全
日
本
ネ
オ
ン
協
会
会
長
で
も
あ
る
。

　
「
ネ
オ
ン
は
パ
リ
博
で
公
開
さ
れ
、
広
告
素
材
と
し
て

は
１
０
０
年
ち
ょ
っ
と
の
歴
史
で
す
。
日
本
で
普
及
し

た
の
は
戦
後
。
思
い
出
す
方
も
多
い
で
し
ょ
う
、
高
度

成
長
期
に
ビ
ル
の
屋
上
や
歓
楽
街
で
大
量
に
使
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
一
次
、
二
次
と
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
。

省
エ
ネ
を
理
由
と
し
て
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
特
に
大
型
は

急
・
激
減
で
す
。
い
わ
ば
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
」

　

横
山
氏
の
信
条
は
、「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」、
い
え

ば
栄
枯
、
吉
凶
に
慌
て
な
い
心
の
備
え
を
持
ち
、
次
を

考
え
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
に
…
…
。　

　
「
ネ
オ
ン
に
替
わ
っ
て
近
ご
ろ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
光
源
の
主
役

に
。
し
か
し
何
で
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
と
い
う
流
れ
に
か
な
ら

ず
し
も
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
。
ネ
オ
ン
も
一
つ

に
は
節
電
。
ト
ラ
ン
ス
や
調
光
の
技
術
な
ど
進
化
を
続

け
、
消
費
電
力
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
点
、
意
匠
、
ア
ー
ト
の
味
、
魅
力
で
す
。
現

に
海
外
は
も
ち
ろ
ん
国
内
で
も
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
店
で

は
独
自
の
輝
度
に
深
み
を
持
つ
ネ
オ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

　
「
ま
ず
、
看
板
業
界
が
自
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
を
図
る
。
次
に
市
民
が
我
が
街
、
我
が
故
郷
の
景
観

を
愛
し
、
厳
し
く
監
視
す
る
こ
と
。
そ
し
て
行
政
が
実

効
性
の
あ
る
取
り
締
ま
り
を
断
行
す
る
、
最
後
に
広
告

主
が
景
観
と
遵
法
の
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
で
す
ね
。

屋
外
広
告
こ
そ
、
企
業
の
公
共
意
識
が
反
映
さ
れ
ま
す
」

　

一
方
、
自
社
活
動
と
し
て
、
遵
法
と
、
美
し
い
景
観

を
保
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
を
両
立
さ
せ
る
主
旨
で
、

社
員
の
手
づ
く
り
に
よ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
を
13
年

間
発
行
し
て
い
る
。「
Ｃ
Ｓ
Ｒ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
い
う
サ

イ
ト
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
は
昨
年
30
万
ア
ク
セ
ス
で
、

２
年
連
続
で
年
間
１
位
と
な
り
ま
し
た
」。

　

多
く
の
公
職
、
そ
し
て
私
企
業
の
社
長
と
し
て
、
一

貫
し
た
姿
勢
を
貫
か
れ
て
い
る
。
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と

だ
が
、
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
社
会
観
、
経
営
観
が
そ
の

業
界
の
将
来
を
決
定
づ
け
る
と
い
う
コ
ト
バ
を
思
い
だ
す
。

　
「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
が
運
営
の
中
核
に
掲
げ
る
Ｇ
Ｐ
Ａ
活
動
は
、

私
ど
も
が
取
り
組
む
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
精
神
は
同
じ
で
す
ね
。

お
互
い
、
価
値
あ
る
結
果
に
し
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

協
会
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
手
前
ど
も
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
ネ

オ
ン
の
良
い
所
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。
Ｊ
Ｐ
Ｍ
の
多

様
な
業
態
の
調
和
を
図
る
本
格
的
な
活
動
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
多
い
で
す
ね
」
と
結
ん
で
い
た
だ
い
た
。
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横山　巖 氏
JPM協会 監事

（アオイネオン 
代表取締役社長）

よこやま・いわお
1953年８月３日静岡県生まれ。76年慶応義塾大学経済
学部卒業、葵ネオン㈱（現：アオイネオン㈱）入社。
92年同社代表取締役社長就任。全日本ネオン協会会長、
静岡県屋外広告協会会長、日本プラスチックサイン協
会会長、関東ネオン業協同組合理事長ほか、多くの公
職を務める。趣味はクラシックカーレース。

第
45
回
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
展　

Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
作
品
の
解
説

金
賞
受
賞
作
品
に
見
る
創
意
工
夫
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News from 

山梨県・身延山久遠寺のしだれ桜（3月26日撮影）。

４月25日（月）13:30～17:00 開催

「実務を学ぶ・実践する ＧＰＡ講座」
得意先の期待に応えるために、日々の仕事をもっと緻密に。

「実務を学ぶ・実践する」
GPA講座

日時：2016年4月25日（月）
13:30～17:00

会場：日本印刷会館2F 会議室
受講：無料

■ 「緻密に行う」を体質化する
●JPM協会は「プロモーショナル・マーケティング」（PM）理論を一つの軸に、すすめています。
○GPA（グッドウイル・プロモーション・アライアンス）活動は、PM理論を、JPM協会会員各社
においてアライアンスの形態をとりながら、「実務」として裏付けていくという関係にあります。
○GPA活動とは、プロモーションの企画・制作・実施での「効果性」「社会価値性」「遵法性」
を高めていくことを推進している活動です。
●昨年、「GPAアォード」の金賞受賞業務が、経済産業大臣賞を受賞しました。「実務」（仕事
内容）が評価され、経済産業大臣賞に選ばれたわけです。
●GPA活動は、日々行っている仕事（実務）を、適切に、もっと緻密に、そして周到なプロセ
スを踏んでいくということです。それがひいては、各社においての「武器」となり、得意先の「期待」
に応えていくことになります。
　■ 実務を具体的に学ぶ。
●「周到な実務」を学ぶ講座を、４月25日（月）行います。「その業務を行う視点・目的」「手順・
大事なこと」などが聞けます。「実務」を的確に深化させていくのが、GPA活動です。
○GPA主査の方は出席・受講必須です。ちなみに、現GPA主査は、80社132名です。
○実務に役立つ「周到性ある業務」を知り、自分の会社で実践していきたいと思う方、一人で
も多くの方のご出席、お待ちしています。

「GPA講座」カリキュラム
1
2

3
5

GPA活動とは。プロモーショナル・マーケティングとGPAとの関係について。
「GPAアォード」受賞業務が示す周到な仕事〈課題解決策〉
・小売りが求めるカテゴリー売り場の活性化にどう応えるか。
・店頭購買の決め手を科学的に解明しPOP広告に体現させるには。
・商品の本質的な価値に注目した売り場づくり。
・ご当地意識を核に、通販会員を拡大し若返りを達成。
・住民の声から、インバウンドビジネスを成功に導いた。
会員企業～当社のGPA活動（実務化）事例紹介。
第３回「GPAアォード」について。

4
6

広告主も期待する「周到な仕事（プロセス）」。
新GPA主査へ「GPA主査の認証」

●まだGPA 主査の方がいらっしゃらない会員社からのご出席をお願いします。本講座を聞かれた方は、「GPA 主査」
　となっていただきたく、お願いいたします。
●現在、GPA 主査を担っておられる方、ご出席をお願いします。GPA 主査は、1社1名と限っておりません。貴社に
　おいて、「周到な業務」を実践していきたいとされる方は、ぜひ、ご出席お願いいたします。
●講座出席お申込用紙は、貴社、会員代表者の方にお送りしています。（申込み締切日：4月13日）
　そちらにご記入の上、FAXにてお申込みください。（FAX番号 03-3523-2508）
　あるいは直接、電話にてお問い合わせください。（電話番号 03-3523-2505）

「 平 成 2 8 年 度 経 済 セ ン サ ス 　 活 動 調 査 」の ご 案 内
　総務省・経済産業省より、「平成28年度経済センサス　活動調査」について、周知の要請があ
りましたので、ご案内します。
　同調査は、日本における事業所・企業の経済活動を全国的および地域別に明らかにすること
を目的とする統計法に基づいた報告義務のある調査で、今回が2回目となります。これに関す
る詳細が、下記URLに掲載されていますので、ご確認いただきますようお願いいたします。
http://www.e-census2016.stat .go . jp/
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C O N T E N T S

　４月は、新入学、新入社と、人生において
は一つの区切りともなる時期です。本人だけで
なく、親、家族、会社においても一つの区切
りとなり、新しいスタートを作り得るときです。
仕事は、３月からの続きで、変わりなく進めら
れているでしょうが、新年度でもあり、４月と
いうことで、意識的に・計画的に「区切り」を
つけ、「新しいこと」を行っていくという「気持
ち」と「実行」を心がけたいものです。
　年々早く、３月から咲き始める桜は、その
気持ちの準備をさせているともいえます。（秀）


